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 １．基本的な考え方  

福島県看護協会（以下「本会」という）は、会員、関係者、県民への適切な対応を

維持しつつ、本会の業務に従事する者 （以下「役職員」という）が安心して業務を遂

行できる環境を確保するため、カスタマーハラスメント（以下「カスハラ」という）

に毅然とした対応をとり、役職員の人権及び安心して就業できる環境と本会の適正な

業務運営を確保し、公益社団法人としての社会的責任を果たします。 

 

 ２．カスタマーハラスメントの定義等 

 本会は、会員、取引先、施設利用者、訪問看護利用者その他利害関係者（以下「会

員等」という） から役職員に対する言動のうち、以下をカスハラと定義します。 

 

「会員等から役職員への言動のうち、要求内容の妥当性に照らして、当該要求を実現

するための手段又は態様が社会通念上不相当なものであって、当該手段又は態様に

より役職員の就業環境が害されるものもの。」 

  

カスハラの主な具体例は以下のとおりです。 

 （1）暴力・威嚇・脅迫、その他違法行為（物を投げる、身体的な攻撃、威圧的な態

度など） 

（2）暴言・侮辱・差別的発言（人格を否定する発言、大声での威嚇、執拗な叱責な

ど） 

（3）正当な理由のない過度な要求（合理的でない特別対応の強要や謝罪要求、役職

員に関する処罰の要求、執拗な長時間の拘束など）  

（4）プライバシー等の侵害（役職員や関係者の個人情報開示の強要、個人情報の公

開、不適切な接触など） 

（5）誹謗中傷等（SNS やインターネット上での言動も含む） 

（6）セクシャルハラスメント等の嫌がらせや迷惑行為 など 

 

３．具体的な対応方針 

 本会におけるカスハラへの具体的な対応方針は、以下のとおりとします。 

(1) 役職員の適切な対応 

  ・本会の役職員は、カスハラに該当する言動を受けた場合、冷静かつ毅然とし 

て対応するとともに、適宜、会内に設置する相談員（常務理事及び事務局長） 

等に速やかに報告するなど、組織的な対応を行う。 

・悪質な場合は、必要に応じ外部機関（弁護士・警察等）と連携する。 

 ・役職員にカスハラの認識と対応方法についての教育・研修を実施する。 

 

(2) 関係者等への周知と啓発  

・本方針は公表するとともに、本会の関係者等に周知しカスハラに対する理解 

を促進する。  

 


